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2020年8月27日

公益財団法人日本交通公社

観光地域研究部 市場調査チーム

新型コロナウイルス感染症流行下の
日本人旅行者の動向（その6）

～JTBF旅行実態調査結果より～
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調査名 ：JTBF旅行実態調査2020【全体調査】
調査対象 ：全国16～79歳の男女（調査会社のパネルより抽出）
調査方法 ：ウェブ調査

■第1四半期調査（5月調査）
調査期間 ：2020年5月1日～５月11日
調査項目 ：2020年1~3月期の旅行実施の状況、今後の旅行予定・意向、コロナ禍における日常生活への影響、等
標本の大きさ：50,000人 ※回答者属性は以下の通り。

調査概要

男性 女性

合計
年齢
（歳）

16-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 計 16-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 計

標本の
大きさ
（人）

783 2,473 3,873 6,481 4,555 3,978 3,729 25,872 801 2,667 3,801 5,575 4,501 3,943 2,840 24,128 50,000

構成比
（%）

1.6 4.9 7.7 13.0 9.1 8.0 7.5 51.7 1.6 5.3 7.6 11.2 9.0 7.9 5.7 48.3 100.0

■第2四半期調査（7月調査）
調査期間 ：2020年7月9日～7月15日
調査項目 ：2020年4~6月期の旅行実施の状況、今後の旅行予定・意向、コロナ禍における日常生活への影響、等
標本の大きさ：50,000人 ※回答者属性は以下の通り。

男性 女性

合計
年齢
（歳）

16-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 計 16-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 計

標本の
大きさ
（人）

592 3,605 2,201 4,280 3,316 3,672 3,603 21,269 1,149 3,443 3,995 6,502 5,553 4,806 3,283 28,731 50,000

構成比
（%）

1.2 7.2 4.4 8.6 6.6 7.3 7.2 42.5 2.3 6.9 8.0 13.0 11.1 9.6 6.6 57.5 100.0
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調査結果

1. コロナ禍における旅行への影響

（1）コロナ禍における旅行への影響

（2）旅行をとりやめた時期

（3）旅行をとりやめた理由

2. この3ヶ月の旅行予定

3. コロナ禍収束後の旅行意向

4. コロナ禍における日常生活への影響

（1）家計への影響

（2）不安の程度

（3）不安の内容

（4）日常生活での対策

・・・ p.4

・・・ p.4

・・・ p.5

・・・ p.6

・・・ p.7

・・・ p.8

・・・ p.10

・・・ p.10

・・・ p.11

・・・ p.12

・・・ p.13
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4～5月のコロナ禍の影響による中止8割超

Q．新型コロナウイルスの影響で、中止・延期した観光・レクリエーション旅行がありましたか。
（日帰り含む・旅行を計画していた人のみ）【複数回答】

国内旅行

当初の予定通り
実施した旅行があった

新型コロナウイルスの影響で、
旅行内容を変更して
実施した旅行があった

新型コロナウイルスの影響で、
当月の実施をとりやめた旅行があった

新型コロナウイルス以外の要因で
月内での実施を取りやめた、もしくは、
内容を変更して実施した旅行があった

海外旅行

1．コロナ禍における旅行への影響 （1）コロナ禍における旅行への影響

• 新型コロナウイルスの影響によって「とりやめた旅行があった」割合は１月以降次第に増加し、4～5月
には8割以上の旅行が とりやめになりました。その後、6月になると 「とりやめた旅行があった」割合
は減少し、国内旅行では6.5割となっています。

• 海外旅行においては、出入国制限の影響もあり、4～5月の「とりやめた旅行があった」割合が9割と、
国内旅行よりも高くなりました。
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12.9
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1月（N=8,823）

2月（N=9,428）

3月（N=14,920）

4月（N=11,089）

5月（N=11,243）

6月（N=8,210）
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• 国内旅行において、4月に予定していた旅行は3月以前に既に半数以上がとりやめを決定し、当月にとり
やめを決定している割合も4割超と高くなっていました。5～6月には当月にとりやめを決定した割合が
1割程度にとどまり、前月以前のとりやめが9割を占めました。

• 海外旅行においても同様の傾向であり、国内旅行に比べ3月以前に旅行のとりやめを決定した割合が高
く、より早めにとりやめを決定していました。

5～6月の旅行 9割が前月以前に中止

Q．旅行のとりやめを決定した時期はいつですか。（新型コロナの影響で旅行をとりやめた人のみ）

国内旅行

海外旅行

4月に実施予定だった旅行（N=9,340）

5月に実施予定だった旅行（N=9,355）

6月に実施予定だった旅行（N=5,360）

1．コロナ禍における旅行への影響 （2）旅行をとりやめた時期

57.8

26.1
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9.7 8.5 3.1
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63.6

34.8
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39.7

25.9

5.0

16.7

14.1

7.5

12.0

1.4

6.7 6.0 2.5

3月以前 4月前半 4月後半 5月前半 5月後半 6月前半 6月後半

4月に実施予定だった旅行（N=3,316）

5月に実施予定だった旅行（N=3,149）

6月に実施予定だった旅行（N=2,393）

※1~3月に実施予定だった旅行のとりやめ決定時期の調査結果は（その１）に掲載
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自身の感染リスクを避けるため

同行者の感染リスクを避けるため

旅行先で接する人たちへの感染リスクを避けるため

中止・延期するように家族や友人等から言われたため

周りから非難されたくなかったため

自粛要請が出ていたため（公的な要請、職場からの要請等）

現地で受入制限がかかっていた（予定されていた）ため

現地までの交通手段に制限がかかったため

同行者が延期・中止したいと言ったため

イベントなどが中止になり旅行の目的がなくなったため

参加予定の旅行商品、ツアー自体がなくなったため

新型コロナの影響で経済的余裕がなくなったため

新型コロナ対応で忙しくなったため
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75.9

45.5

39.7

15.7

14.9
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1月(N=1,263)
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6月(N=2,393)

Q．旅行をとりやめた理由について、当てはまるものをお選びください。（新型コロナの影響で旅行をとりやめた人のみ）【複数回答】

• 旅行中止の理由は、この半年を通して「自身の感染リスクを避けるため」や「同行者の感染リスクを避
けるため」といった感染リスク回避が最多となっています。これらの割合は、3月が最も高く、徐々に低
下しています。

• また、「自粛要請が出ていたため」は3月から5月にかけて急増しましたが、6月には減少に転じていま
す。

旅行中止の理由 自身・同行者の感染リスク回避が最多

海外旅行

1．コロナ禍における旅行への影響 （3）旅行をとりやめた理由

国内旅行

※緊急事態宣言の全国的な解除は5月25日です。
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N=
50,000

• 5月調査では「この先3か月に旅行実施予定・旅行に行きたい」と答えた割合は半数未満の44.4％にと
どまっていましたが、7月調査では54.3％と10ポイント程度増加しました。

• 「旅行実施予定・旅行に行きたい」の内訳をみると 「旅行に行きたいが予定を決めていない」と答えた
割合は3割を超えており、行きたい気持ちはあるものの具体的な旅行には至っていない回答者が多いこ
とがわかりました。国内宿泊旅行の実施予定割合は5月調査に比べ8ポイント増加しています。

この先3か月に「旅行に行きたい」5月調査から10ポイント増

Q．この先の3ヶ月間の観光・レクリエーション旅行の予定についてお答えください。【複数回答】

2．この先3ヶ月の旅行予定

もともと旅行に
行く予定はない
45.7

もともと旅行に
行く予定はない
55.6

旅行実施予定
または旅行に行きたい

44.4

国内日帰り旅行

国内宿泊旅行

海外旅行
旅行実施予定

または旅行に行きたい
54.3

N=
50,000

17.5

0.5

6.5

2.0

6.1

0.8

14.9

3.0

8.3

1.6

3.3

1.0

2.0

1.4

30.1

0.6

2.7

1.6

5.8

3.0

6.5

2.8

10.0

9.3

2.1

0.9

2.4

1.7

0% 10% 20% 30%

旅行に行きたいが、まだ予定を決めていない

新型コロナウイルスの影響は関係なく、中止・延期を決…

既に中止・延期を決定

中止・延期を検討している

計画することを躊躇している

いまのところ実施予定

既に中止・延期を決定

中止・延期を検討している

計画することを躊躇している

いまのところ実施予定

既に中止・延期を決定

中止・延期を検討している

計画することを躊躇している

いまのところ実施予定

5月調査(N=50,000)

7月調査(N=50,000)

新型コロナウイルスの影響は関係なく、中止・延期を決定・検討している旅行がある

5月調査

4~6月の旅行予定

7月調査

7~9月の旅行予定
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• コロナ禍収束後の旅行意向は、7月調査においては14.5％が「これまで以上に旅行に行きたい」、
50.1％が「これまでと同程度旅行に行きたい」と回答しました。

• 5月調査と比較すると「これまで以上に旅行に行きたい」「これまでと同程度旅行に行きたい」は合わ
せて2ポイント減少し、「これまでのようには旅行に行きたくない」と答えた割合は3ポイント増加して
います。コロナ禍の影響が長引くにつれ旅行意向が落ち込む可能性も考えられるため、今後の動向が注
目されます。

コロナ禍収束後の旅行意向 5月調査から微減

Q．新型コロナウイルスが収束したら、旅行に行きたいですか。

3．コロナ禍収束後の旅行意向

5月調査 7月調査

①これまで以上に旅行に行きたい
②これまでと同程度旅行に行きたい
③これまでのようには旅行に行きたくない（旅行頻度、回数を減らしたい）
④全く旅行に行きたくない
⑤新型コロナウイルスが流行する以前も、あまり旅行はしていない
⑥わからない

15.1

51.0
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14.5

50.1
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6

N=
50,000
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5月調査

7月調査

①これまで以上に旅行に行きたい ②これまでと同程度、旅行に行きたい

③これまでのようには旅行に行きたくない（旅行頻度、回数を減らしたい） ④全く旅行に行きたくない

⑤新型コロナウイルスが流行する以前も、あまり旅行はしていない ⑥わからない

• コロナ禍収束後の旅行意向を性年代別にみると、7月調査における「旅行に行きたい（これまで以上に旅

行に行きたい＋これまでと同程度、旅行に行きたい）」は、男性20～30代、女性10～30代において7割を超
えましたが、5月調査と比較すると僅かながら減少しています。

• 「これまでのようには旅行に行きたくない」は、すべての性年代で5月調査より増加しており、女性60
～70代では1割を超える結果となりました。

コロナ禍収束後「旅行に行きたい」5月調査より20~60代で減

Q．新型コロナウイルスが収束したら、旅行に行きたいですか。

3．コロナ禍収束後の旅行意向
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34.6

21.1

23.9

22.2

24.0

18.3

22.6

24.2

18.5

5.7

8.0

7.6

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5月調査全体（N=50,000）

7月調査全体（N=50,000）

旅行に行きたい（N=32,321）

旅行に行きたくない（N=5,947）

かなり影響がある やや影響がある どちらでもない あまり影響はない 全く影響はない

• コロナ禍における家計への影響の程度をみると、7月調査においても5月調査と同じく「やや影響があ
る」が最も高くなりました。

• 家計への「影響がある（かなり影響がある＋やや影響がある）」と回答した割合は5月調査に比べ10ポイン
ト程度減少しています。

• コロナ禍収束後の旅行意向別にみると、“旅行に行きたくない層”において、「かなり影響がある」と答
えた割合が高く、家計への影響度が高いことがわかります。

「家計への影響かなりある」5月調査から5ポイント減

4．コロナ禍における日常生活への影響（1）家計への影響

旅行に行きたくない（N=5,947）
③【これまでのようには旅行に行きたくない】

＋④【全く旅行に行きたくない】

旅行に行きたい（N=32,321）
①【これまで以上に旅行に行きたい】

＋②【これまでと同程度旅行に行きたい】

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

旅
行
意
向

Q．新型コロナウイルスの流行によって、家計への影響はありますか。
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• コロナ禍における不安の程度について、「とても不安を感じている」と回答した割合は5月調査・7月調
査ともに最も高くなりましたが、その割合は5月調査に比べ10ポイント程度減少しています。

• コロナ禍収束後の旅行意向別にみると、「とても不安を感じている」と答えた割合は“旅行に行きたく
ない層”のほうが10ポイントほど高くなっています。

コロナ禍「とても不安を感じる」5月調査から10ポイント減

Q．新型コロナウイルスの流行について、不安を感じていますか。

53.9

43.7

43.5

52.7

35.3

42.6

45.2

36.7

6.2

7.7

6.1

6.5

3.1

4.2

4.2

2.7

1.5

1.8

0.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5月調査全体（N=50,000）

7月調査全体（N=50,000）

旅行に行きたい（N=32,321）

旅行に行きたくない（N=5,947）

とても不安を感じている やや不安を感じている どちらともいえない あまり不安を感じていない 全く不安を感じていない

旅行に行きたくない（N=5,947）
③【これまでのようには旅行に行きたくない】

＋④【全く旅行に行きたくない】

旅行に行きたい（N=32,321）
①【これまで以上に旅行に行きたい】

＋②【これまでと同程度旅行に行きたい】

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

旅
行
意
向

4．コロナ禍における日常生活への影響（2）不安の程度
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92.6

71.2

56.0

55.0

47.0

40.5

37.2

37.8

91.9

67.0

48.9

39.7

38.3

34.6

32.3

30.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分や家族の感染

長期化・先が見えないこと

日本経済の低迷

医療の崩壊

外出自粛など今後の生活形態の変容

世界経済の低迷

身の回りの社会の経済の低迷

自分や家族の収入の減少や失業などによる…
自分や家族の収入の減少や
失業などによる家計の困窮

• コロナ禍における不安の内容については、「自分や家族の感染」「長期化・先が見えないこと」に対す
る不安が5月調査と同じく7月調査でも高い割合となりました。特に、感染への不安は9割を超えたまま
推移しており、引き続き感染を不安視する回答者が多いことがわかります。

• 5月調査と比較すると、7月調査では「医療の崩壊」や 「会社や学校の再開時期が不透明」に対する不安
は15ポイント以上減少し、「必要な日用品の入手困難」は10ポイント以上減少しました。

Q．新型コロナウイルスの流行について、どのような不安を感じていますか。（不安を感じている人のみ）【複数回答】

「自分や家族の感染」5月調査に引き続き7月調査でも9割超が不安

4．コロナ禍における日常生活への影響（3）不安の内容

26.7

30.0

26.5

32.7

14.2

28.9

8.0

7.7

1.1

27.0

25.9

21.9

19.9

13.6

11.5

8.2

6.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観光地の衰退

行政の対応

政治のあり方

必要な日用品の入手困難

社会の価値観の変容

会社や学校の再開時期が不透明

自分や家族の社会からの孤立

生きることへの希望の喪失

その他：

5月調査（N=44,597）

7月調査（N=43,169）

5月調査から７月調査にかけて
15ポイント以上減少したもの
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• コロナ禍における日常での対策としては、「マスクを着用する」が9割を超え最も高く、「手洗い・うが
いを励行・徹底する」が8割と続きます。マスクの着用やアルコール除菌スプレーの訪問先での利用や携
行は5月調査よりも増加していることから、これらの対策は日常生活に浸透してきているといえます。

• 一方、「不要不急の外出を自粛する」「公園の利用を控える」などの近場への外出自粛は、5月調査から
7月調査にかけて15ポイント以上減少しました。加えて、「同居していない恋人や家族、友人に会うこ
とを控える」は13ポイント、「旅行・レクリエーションを控える」は10ポイント減少しており、近場へ
外出する機会が増えています。

Q．新型コロナウイルスの流行に対して、日常生活の中でどのような対策をしていますか。【複数回答】

マスク着用やアルコール除菌を励行したうえでの近場への外出増加

93.9

82.0

65.9

71.6

54.2

65.4

72.1

62.3

55.9

64.3

47.7

46.7

94.9

77.3

68.4

63.0

57.7

55.7

53.7

52.7

51.4

45.7

42.2

37.1

0% 50% 100%

マスクを着用する

手洗い・うがいを励行・徹底する

訪問先に設置されているアルコール除菌スプ…

多数が集まる密集空間を避ける

アルコール除菌剤（スプレーやシート等）を…

旅行・レクリエーションを控える

不要不急の外出を自粛する

換気の悪い密閉空間を避ける

周囲の人との間隔をあける（ソーシャルディ…

外食を控える

不特定多数が触れる箇所（ドアノブや手す…

間近で会話が発生する密接空間を避ける

43.3

40.3

37.0

43.2

38.6

41.2

22.1

22.0

26.5

18.2

8.3

1.5

0.4

31.5

30.0

26.9

25.9

25.3

22.9

19.5

15.0

11.3

9.9

5.7

1.8

0.2

0% 50% 100%

コロナウイルス感染対策について、行政や専…

十分な睡眠、栄養、運動を心がける

公共交通機関の利用を控える

食料品の購入など生活上必要な外出であっ…

同居していない恋人や家族、友人に会うこと…

食料品や日用品以外の買い物に行くことを控…

他人がそばにいる場所（例：電車やエレベー…

外食の代わりに、テイクアウトやデリバリーを活…

公園の利用を控える

在宅勤務、テレワーク、オンライン授業に切り…

時差出勤・時差通学をする

特に何もしていない

その他：

5月調査（N=50,000）

7月調査（N=50,000）

5月調査から７月調査にかけて
15ポイント以上減少したもの

訪問先に設置されている
アルコール除菌スプレーを励行・徹底する

アルコール除菌剤（スプレーやシート等）を携行する

周囲の人との間隔をあける（ソーシャルディスタンス）

不特定多数が触れる箇所（ドアノブや手すりなど）
をなるべく触らない

間近で会話が発生する密接空間を避ける

食料品の購入など生活上必要な外出であっても
頻度を少なくする

食料品や日用品以外の買い物に行くことを控える

同居していない恋人や家族、友人に会うことを控える

他人がそばにいる場所（例：電車やエレベーター）では、
会話や携帯電話での通話を慎しむ

外食の代わりに、テイクアウトやデリバリーを活用する

在宅勤務、テレワーク、オンライン授業に切り替える

コロナウイルス感染対策について、行政や専門家が
発信している情報をチェックする

4．コロナ禍における日常生活への影響（4）日常生活での対策
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新型コロナウイルス感染症流行下の日本人旅行者の動向（その6）

～ JTBF旅行実態調査結果より ～
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